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第１章．はじめに 

１．改定の背景 

福井県では、平成 16 年に、都市計画法の改正により都市計画区域単位での策定が義務付け

られた「都市計画区域マスタープラン」と、各都市計画区域マスタープランの指針となる「県

全体の基本方針」からなる『福井県都市計画マスタープラン』を策定しました。 

『福井県都市計画マスタープラン』は、県内各都市の趨勢や今後の人口・産業の見通しなど

を踏まえて、おおむね 20 年後の都市の将来像を描き、その実現に向けた都市計画の方向性を

明らかにするものです。 

今回の改定は、現行計画の基準年からおおむね 10 年後の中間見直しであり、現行計画を基

本に行います。ただし、都市計画に関する新たな法制度の整備・改正等が行われた他、県内で

も市町村合併の進展や高速交通ネットワークの整備進捗などの新たな状況の変化もみられる

ことから、これらの新たな視点を踏まえた計画となるように適宜項目の追加・修正を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 福井県都市計画マスタープラン改定の背景 

２．効果 

福井県都市計画マスタープランの策定により期待される効果は以下の通りです。 

表 福井県都市計画マスタープラン策定の効果 

①合理的かつ効率的な

都市づくり 

都市の将来像とその実現に向けた大きな道筋を定めることで、土地

利用コントロールや市街地の整備等の総合性と一体性を確保し、よ

り合理的かつ効率的な都市づくりが推進できます。 

②都市づくりの方向性

に対する県民のイメ

ージの醸成 

県民に理解しやすいかたちで都市の将来像やその実現に向けた大き

な道筋を明らかにすることで、都市づくりの方向性に対する県民の

イメージが醸成できます。 

③都市づくりへの県民

の合意形成の促進 

計画策定過程における住民参加や情報提供を通じて、県民の都市づ

くりに対する理解を深めることができ、また今後の都市づくりへの

合意形成を促進することができます。 

《近年の県内の動向等》 《近年の国の取り組み》 

●上位関連計画の策定 
・社会資本重点整備計画（見直し中） 

・国土形成計画（H20.7） 

・国土利用計画（H20.7） 

●法制度の整備・改正等 
・都市計画法・建築基準法等の改正 

・景観緑三法の施行 ●市町村合併の進展 
・35 市町村 ⇒ 17 市町（9市 8町） 

●都市の趨勢の変化 
・人口減少・超高齢化 

・環境問題の高まり 

・安全・安心に関する意識の高まり 等 

●都市計画区域マスタープラン 
・市街地の規模、人口および都市施設等の

目標年次が平成 22 年 ⇒ 改定期 

●各市町マスタープランの策定・改定 

●高速交通ネットワークの整備進捗 
・舞鶴若狭自動車道（H26 全線供用） 

・中部縦貫自動車道（福井－大野一部供用） 

・北陸新幹線の延伸 

+ 

●地域主権改革 
・義務付け・枠付けの見直しと条例制定権

の拡大 

・基礎自治体への権限移譲 ●福井県民の将来ビジョンの策定 
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３．各計画との関係 

都市計画マスタープランは、国土形成計画や福井県民の将来ビジョンなどの上位計画との適

合を図るとともに、土地利用や都市施設等に係る計画との整合を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 福井県都市計画マスタープランの位置付け 

 

また、都市計画区域マスタープランは「都市計画区域を対象として広域的・根幹的な事項を示

すもの」、市町村都市計画マスタープランは「市町村域を対象として地域の特性をふまえ創意工

夫による具体的な都市づくりの方向性を示すもの」であり、これらの適切な役割分担・相互連携

により一体的な都市づくりのビジョンが形成されています。既に策定している市町村都市計画マ

スタープランが本計画に即していない場合には、同法 18 条の２第１項に基づき、見直しを検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市町村都市計画マスタープランとの関係 

 

○策定単位：都市計画区域 

○策定主体：都道府県 

○策定事項： 

 広域的・根幹的な観点から都市計画区域

の基本的な事項を定める 

・市街地の規模 

・広域的・根幹的な都市施設 等 

 

都市計画区域マスタープラン 
 

○策定単位：市町村 

○策定主体：市町村 

○策定事項： 

 地域の特性をふまえ、創意工夫により具

体的な取り組みを定める 

・地域整備の内容 

・地区計画や個別の都市施設 等 

 

市町村都市計画マスタープラン 

役割分担 

相互連携 
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４．計画の基本的事項 

（１）構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対象区域 

現在の都市計画区域を中心としますが、広域的な交通や自然環境と都市環境のあり方の検討

など、市町村合併を踏まえた幅広い観点で今後のまちづくりを考える必要があるため、福井県

全域を計画の対象とします。 

（３）目標年次 

おおむね20年後の福井県の今後のまちづくりの方針となるため、平成22 年を基準年次とし、

平成 32 年を中間年次、20 年後の平成 42 年を目標年次と定めます。 

福井県都市計画マスタープラン 

県全体の基本方針 

 
今後の土地利用コントロールや市街地整備等の方向性について全県的な整合

性を確保するために、都市の趨勢を全県的に調査・分析し各都市共通の都市づ

くりの課題を明らかにした上で、下記の事項を定めます。 

①各計画との関係…県政における位置付け 

②都市づくりの基本理念（各都市共通）…都市づくりの基本的な考え方 

③区域区分の設定の判断基準 

④土地利用に関する都市計画決定等の基本的事項…土地利用の基本的な考え方 

⑤都市施設の整備に関する都市計画決定等の基本的事項…都市施設の整備の基本的な考え方 

⑥市街地開発事業に関する都市計画決定等の基本的事項…市街地開発事業の基本的な考え方 

⑦自然的環境の保全または整備に関する都市計画決定等の基本的事項…自然的環境の保全ま 

たは整備の基本的な考え方 

都市計画区域マスタープラン 

 
 各都市の趨勢を個別に調査・分析し都市づくりの課題を明らかにした上で、

県全体の基本方針をもとに、下記の事項を定めます。 

①都市づくりの基本理念 

②区域区分の設定の判断（郊外の土地利用コントロールの方向性） 

③市街地の規模と配置 

④土地利用に関する主要な都市計画決定等の方針 

⑤都市施設の整備に関する主要な都市計画決定等の方針 

⑥市街地開発事業に関する主要な都市計画決定等の方針 

⑦自然的環境の保全または整備に関する主要な都市計画決定等の方針 


